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このメールマガジンは群馬産業保健総合支援センターのホームページに掲載された新着情報や 

その他の産業保健情報について配信しています。 
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平成 27 年度群馬県メンタルヘルスケア研修会が開催されます 
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平成 27 年度群馬県メンタルヘルスケア研修会を下記日程で開催いたします。 

開催日時：平成 28 年 2 月 19 日（金） 14：00～16：00 

場   所：群馬県公社総合ビル ホール 

（前橋市大渡町一丁目 10 番 7 号 TEL：027-255-1166）  

 

昨年に続き、Ｄｒ．山本こと横浜労災病院・勤労者メンタルヘルスセンター長の山本晴義先生を

講師に迎え、「ストレスチェック制度の意義と課題」をテーマにご講演いただきます。 

昨年 12 月より 50 人以上の事業所に対し義務化された≪ストレスチェック制度≫について、同制

度が制定された背景と目的、制度の概要、実施することの意義と運用にあたっての課題等につ

いてお話頂きます。 

本年度、群馬での山本先生のご講演は 3 回目となります。ご自身の経験等を交えながらメンタル

ヘルス対策への取り組み方について熱意あるお話を頂き、受講された方々からは大変好評を得

ております。 

本研修会は、日本医師会認定産業医研修（基礎後期・生涯専門 2 単位）、ＴＨＰ指導者レベル

アップ研修（1 単位）が付与されます。 

       

 ＊山本晴義先生プロフィール   http://www.jinken-net.com/close-up/0709.html 

 



1972年東北大学医学部卒業、 現在は横浜労災病院・勤労者メンタルヘルスセンター長 、働く

人のメンタルヘルス・ポータルサイト“こころの耳”のメンタルヘルス・ポータルサイト委員会委員等

を務めております。 

日々の診察の傍ら、年間 8,000 件以上のメールによるメンタルヘルス相談の対応をされていま

す。 

http://www.asahi.com/shimen/articles/TKY201310010680.html 

また、毎年 200 回余りの講演を行うほか、メンタルヘルス対策に関する著書の執筆や DVD の

監修等積極的に行っている、職域メンタルヘルスに関しては中心的存在です。 

http://www.amazon.co.jp/%E5%B1%B1%E6%9C%AC-%E6%99%B4%E7%BE%A9/e/B004L4PI1W

http://www.nikkeibp.co.jp/article/mental/20111128/291827/ 

 

研修会ご案内     http://www.gummasanpo.jp/topics/H27mentalhelthcareseminar.pdf 

  申込締め切り     平成 28 年 2 月 12 日（金） 期日厳守 

  申込・お問合せ先  群馬県医師会内 群馬県メンタルヘルスケア研修会係  

TEL：027-231-5311  FAX：027-231-7667 
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産業保健セミナー（2・3 月）のご案内 
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  当センターの産業保健セミナー（2・3 月）を掲載します。 

  受講料・教材費は無料です。 

＊セミナーは、できるだけ計画通り実施したいと考えていますが、会場等の都合により、研修の中

止や日程・会場の変更をすることがあります。 

   申し込み後の変更については、ＦＡＸまたはメールにてご連絡致します。 

☆お申し込み・詳細につきましてはホームページをご覧ください☆ 

    ⇒  http://www.gummasanpo.jp/seminar/index.html 

 

日 程 テーマ 開催場所 

☆産業医研修 

 2 月 24 日（水） 
『 改正安衛法に基づくストレスチェック制度 

～面接指導の実施について～ 』 

センター 

大ホール 

 3 月 9 日（水） 『 職場巡視と討論（実地研修） 』 

ＪＲ東日本 

高崎車両ｾﾝ 

ﾀｰ（新前橋）

☆メンタルヘルス対策セミナー 



2 月 16 日（火） 『 ストレスチェックとセルフケア 』 センター 

2 月 23 日（火）  『 ストレスチェック制度の実施について（担当者向け） 』 前橋テルサ

3 月 10 日（木） 『 ストレスチェック制度の実施について（担当者向け） 』 
群馬県公社

総合ビル 

☆作業環境管理セミナー 

2 月 17 日（水） 『 化学物質の管理について～リスクアセスメントの進め方～ 』 センター 

2 月 26 日（金） 『 実地研修（実地研修） 』 
富士重工業

㈱矢島工場
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１月のセミナー結果 
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◎メンタルヘルス対策セミナー 

テ ー マ ：  『ストレスチェック制度の実施について（担当者向け）』 

開催日時 ： １月１３日（水）１４：００～１６：００ 

会   場 ： ヤマダグリーンドーム前橋 102 会議室 

講   師 ： 小林 郁夫 促進員（群馬産業保健総合支援センター メンタルヘルス対策） 

参 加 者 ： ４２名 

内   容 ： 平成27年12月1日より施行となったストレスチェック制度について、制度の概要、実

施方法、結果の取扱その他留意事項等についてご説明頂きました。 

参加者からは「ストレスチェック制度の目的が明確になった」「事業主に開示できない

等制限があり産業医にも多くを頼れない為、担当の負う責任が大きいのでこの様な

研修会が頼り」「担当者の立場に沿った内容だった」等の意見を得ました。 

 

テ ー マ ：  『こころの健康を守れ！−鍵はセルフケアにあり−』 

開催日時 ： １月２２日（金）１４：００～１６：００ 

会   場 ： 群馬メディカルセンター ２階セミナールーム 

講   師 ： 小笠原 映子 相談員 

（群馬産業保健総合支援センター 保健指導・カウンセリング担当） 

参 加 者 ： １６名 

内   容 ： “自分の健康は自分で守る”という「セルフケア」の考え方を理解し実行するために、

ストレスやメンタルヘルスについての基本的な考え方、生活習慣の整え方について

説明いただきました。また“わかっちゃいるけどやめられない”習慣の病気である「ア

ディクション」についてもお話いただきました。 

 



「アディクション」を理解することは、自らの行動および気分のコントロール、すなわち

良質なセルフケア獲得につながります。 

参加者からは「心も体も同じとらえ方として考える事が重要だと分かった」「ストレス解

消法の実践、アディクションの概念をとらえる事ができた」「保健指導を行う上で役立

つ情報が多いと感じた」「分かり易い内容だった。今後活用していきたいと思う」「講

師の説明が大変良かった。また、声も聴き易くとても良かった」等の意見を得ました。

 

◎健康保持増進対策セミナー  

テ ー マ ：  『がんの治療と就労の両立支援』 

開催日時 ： １月２８日（木）１４：００～１６：００ 

会   場 ： 群馬メディカルセンター ２階セミナールーム 

講   師 ： 小池 由美 氏 

（群馬県立がんセンター がん相談支援センター ソーシャルワーカー） 

参 加 者 ： １５名 

内   容 ： 毎年、日本では、20歳から64歳までの約22万人ががんと診断され、実際に治療を続

けながら働いている人は約32.5万人いることが明らかとなっています。このような現

状から、群馬県では平成25年度から「がんにならない、がんになっても安心して暮ら

せる地域社会の構築」が新規目標として掲げられました。しかし、県内のがん診療

連携拠点病院等のがん相談支援センターにおける就労に関する相談件数は、全

相談の1〜2％程度であり、まだまだ、就労に関する相談支援が充実しているとは言

えません。 

そこで群馬県立がんセンターでは、平成25年から県のモデル事業として、就労支援

に関する専門家（社会保険労務士等）と医療ソーシャルワーカー（MSW）が協力し、

がんと診断された時から就労に関する相談を受けることができるよう体制を整えまし

た。 

主な相談内容は、がんと診断後の解雇問題、治療を受けながらの就労継続、治療

後の復職に関する相談、治療中・治療後の休職に関する相談、傷病手当金や障害

年金等の社会保障制度に関する相談がありました。このようなご相談にまず医療ソ

ーシャルワーカーがお話を聞き、内容により就労支援に関する専門家と直接面談を

行ったりします。実際に相談を受けた患者さんから「専門家から具体的な助言を得る

ことで仕事が続けやすくなった」「職場と前向きな話し合いができるようになった」「い

ざという時は社会保障制度を利用できると知り安心した」との感想が寄せられていま

す。 

がん治療を受けながら就労を続けるための当センターの取り組みについて事例を含

めお話し頂きました。 

参加者からは「具体的で良い」「今まで受けた事のない内容でとても参考になった」

「今後がんについての相談先を知る事ができた。必要時に連携する事もできる」「が

ん相談支援センターの立場等が分かり今後利用したいと思った」「聞きたい内容を質

問等で聞けた」「質疑応答が実務的で大いに役立った」「がんの治療についての最

 



新の情報が分かった。今後支援する上で活用したい」等の意見を得ました。 

 

◎法令解説セミナー 

テ ー マ ：  『監督署長に聞く最近の労働安全衛生の動向と行政が企業に望む安全衛生活動』

開催日時 ： １月２７日（木）１４：００～１６：００ 

会   場 ： 群馬メディカルセンター ２階セミナールーム 

講   師 ： 寺村 裕司 氏（前橋労働基準監督署 署長） 

参 加 者 ： １５名 

内   容 ： 法改正に伴う最近の労働安全衛生の動向や行政が企業に望む安全衛生活動につ

いて現役の監督署長からお話頂きました。 

また、ディスカッションの時間を設け、日頃疑問に思っていることなど意見交換をしま

した。 

参加者からは「分かり易い話し方だった」「事例説明が良かった」「自然体で話が聞け

て、分かり易く良い研修会だった」「大変参考になった」等の意見を得ました。 
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関係機関の動き 
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１.  職業性膀胱がんに係る健康相談ダイヤル」が設置されました（労働者健康福祉機構） 

   http://www.rofuku.go.jp/Portals/0/data0/oshirase/pdf/press_20160122.pdf 

 

２.  STOP！転倒災害（群馬労働局） 

http://gunma-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/library/gunma-roudoukyoku/toukei/anzen2015/st

op_tentou_2015.pdf 

 

３.  有害物ばく露作業報告対象物（平成 28 年対象・平成 29 年報告）について （厚労省） 

   http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/anzen/dl/070409-1m.pdf 

 

４.  平成 27 年度慢性腎臓病（CKD）対策研修（栄養指導実践編）の開催について（群馬県） 

    http://www.gummasanpo.jp/topics/27ckdtaisakuseminar.pdf 

 

５.  職場におけるメンタルヘルス研修会の開催について（大泉町） 

   http://www.gummasanpo.jp/topics/27shokubaniokerumentalhelthseminar.pdf 
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センターからのお知らせ 「ストレスチェック制度の導入をサポートします！」 
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  昨年 12 月 1 日から施行されました「ストレスチェック制度」について、当センターでは、研修会の 

 



他下記の支援を行っています。 

  ☆実施方法などについて質問したい  「ストレスチェック制度サポートダイヤル」 

    電話相談窓口を開設しています。 

    電話番号：全国統一ナビダイヤル 

           0570-031050 

           ※通話料金がかかります。 

    開設時間：平日 10 時～17 時 

 

  ☆直接会社に来て助言してほしい  「個別訪問支援」 

    メンタルヘルス対策の専門家が、直接事業場を訪問して、ストレスチェック制度の導入につい

て、各事業場の状況にあった具体的なアドバイスをします。（無料） 

     ※申込は当センターホームページの「メンタルヘルス対策」からお願い致します。 

      http://www.gummasanpo.jp/mental/index.html 

 
☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・☆ 

☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・☆ 

心身に強く影響する自律神経を整える事は健康づくりのカギとなります。自律神経には、活動・興

奮の交感神経と、休養・回復の為の副交感神経があり、忙しい現代人は交感神経が過剰に優位にな

りがちです。「ゆっくり」を意識する事で副交感神経を刺激し、自律神経系の働きを調整していきましょ

う。 

☆副交感神経を優位にする 3 つのコツ☆ 

  ①深呼吸をする 

    深く呼吸をすると、副交感神経が優位になります。3～4 秒くらいで 

息を吸って、口をすぼめて 6～8 秒くらいかけてゆっくり吐きましょう。 

鼻呼吸でも口呼吸でも構いません。 

  ②急いでいる時も「ゆっくり」を意識する 

   ゆっくり話す、ゆっくり歩くなど、さまざまな動作をゆっくりとすると自 

然と呼吸が深くなり、気持ちに余裕がうまれます。 

  ③生活のリズムを大切にする 

   健康な時は、交感神経は昼、副交感神経は夜と交互に優位となり 

ます。三食同じ時間にとる、起床と就寝の時間を一定にするなど 

生活の「リズム」を守ると、自律神経のリズムも安定します。 

=============================================================================== 

<<群馬産業保健総合支援センターメール配信サービス解除、変更はこちらから>> 

http://www.gummasanpo.jp/melmag/index.html 

<<このメールマガジンへのご意見・ご要望はこちらから>> 

sanpo10@gummasanpo.jp 

=============================================================================== 

《発行元》群馬産業保健総合支援センター 

電話：027-233-0026 FAX：027-233-9966 



 


